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7ヵ月で堕ろされた子どもを思い続けて
一一ハンセン病療養所「強制堕胎」を体験した 80代女性の語り一一

黒坂愛衣キ

ハンセン病療養所「胎児標本問題」の堕胎児の母親である， 80代の入所者

女性のライフストーリー。

語り手の Hさんは， 19歳のときに星塚敬愛国に入所。 20代のはじめで入所

者どうしの結婚をし，やがて妊娠。夫婦で園を抜け出し，身内の協力を得て，

故郷で子どもを産み育てた。しかし 3年後，強制収容にあい，親子 3人でふ

たたび敬愛園に連れて来られる。当時 H さんは妊娠 7ヵ月目だ、ったが，この

ときに強制的に堕胎させられた。

Hさんのライフストーリーでは，臨胎の“強制"のありようとして， (1)本

人に“説明がない"ままの堕胎であったこと， (2)堕胎は“しなければならな

いこと"だと本人に感じさせていたこと， (3)堕胎によりわが子の命が奪われ

たことの責めは(匿者や園にではなく)自分自身にあると本人に感じさせて

いたこと，が指摘できるo

Hさんのライフストーリーは，ハンセン病病歴者に向けられる隔離と優生の

圧力のありょうを示すと同時に，そのなかを彼女がどのようにかいくぐって

生きてきたか，それにどのように抗ってきたかを示すものでもある。

近代日本では，ハンセン病療養所が設置されて以降，入所者への堕胎が数

多く行なわれてきた。しかし，その体験は，当事者にとっていまなお語られ

にくいものとしてある。その意味で，語り手の堕胎の体験，そして堕胎され

たわが子への思いに焦点があたっているこのライフストーリーは，ハンセン

病病歴者にたいする「強制堕胎」のありょうの一端を理解するうえで価値あ

る資料である。
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はじめに

ハンセン病療養所の入所者から強制堕胎された数多くの胎児のうちの一部

が，ホルマリン浸けにされた状態で，標本として各療養所等に残されていたこ

とが， 2005年に明るみに出た1。このとき“発見"された胎児標本の数は 114

体2 (のちにあらたに l体がみつかっている)。

ホくろさかーあい，埼玉大学大学院文化科学研究科博士後期課程2006年 3月修了，日本学術振興

会特別研究員 (PD)，埼玉大学教養学部非常勤講師，社会学

らい予防法」違憲国賠訴訟判決後，国のハンセン病政策の被害と責任をあきらかに
寸るため，厚生労働省からの委託のかたちで，第三者機関「ハンセン病問題に関する
検証会議」が設置され， Iハンセン病事実検証調査事業」が実施された。その一環で，
ハンセン病療養所等の「胎児等標本調査」が行なわれた。

2 この調査では 6ヵ所の療養所等で胎児標本が“発見"されたが，そのほかの療養所
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近代日本のハンセン病対策は，隔離政策と優生政策とが一体となるかたちで

あり，療養所入所者にたいする堕胎と断種が長いあいだ行なわれ続けた。「療

養所が終生の生活の場となる傾向を強めるに従い，患者両性聞の交りが行われ，

施設側は年々増加する出産児の措置に窮していたが，解決策としてJ(多磨全

生園患者自治会 1979:年表 7)入所者への断種が採用され， 1915年に全生病

院(多磨全生園の前身)ではじめて行なわれて以後，それは，法的な根拠がな

いまま，ほかの療養所にも普及していった(ハンセン病問題に関する検証会議

2005a: 191-9)。堕胎については，いつご、ろから行なわれるようになったかを明

示する記録は管見ではみあたらないが，少なくとも 1920年代には実施されて

いる3。戦後， 1948年制定の「優生保護法Jで，医師が「本人の同意j をもっ

て人工妊娠中絶手術・優生手術ができる対象のなかに「らい病」が含まれ，こ

れにより，ハンセン病患者にたいする断種・堕胎が“合法化"された。同法下

の 1949年から 1996年までに公的に届出があった“合法的な"ものだけでも，

「らい病」を理由とした手術件数は， 1優生手術は 1400件以上，人工妊娠中絶

の数は 3000件以上J(ハンセン病問題に関する検証会議 2005b:8)にものぼる。

入所者から堕胎された胎児の標本は，研究に使用されたほんの一時期がある

ものの，全体としては，なんのために作製されたのか，なんのために長期にわ

たって保存されてきたのか，不明で、あるという。胎児標本調査の報告書では，

医学的見地からの考察として， (1) 114体のうち 125%以上の胎児」が 18ヶ月

以後jであった4ことのほか， (2)胎児標本の切開創の有無およびその状態から

みて「学開上の研究を目的として残されたものである可能性はきわめて低い」

こと， (3)標本の管理・保存の状態が「きわめて社撰Jであったこと 5 (4)本

来ならば解剖承諾書および胎児の個人情報を示す書類 cr医療行為の行われた

年月日，両親の氏名，妊娠何ヶ月でどのような方法で娩出されたものであるの

か，娩出の理由等々J)が標本とともに保存されるべきであるのに，そもそも

親から解剖承諾書がとられた痕跡がほとんどなく「自分の子どもが標本にされ

ている事実すら知らされていないのが通常Jで，しかも，標本の「約半数につ

いては全く個人情報すら残されていなしリし「残されたものでも情報として不

充分な記載が多くみられる」ことが指摘されている(ハンセン病問題に関する

検証会議 2005b:4-15)。

2001年の「らい予防法」違憲国賠訴訟熊本地裁判決以後，ハンセン病病歴

でも「入所者もしくは，過去に勤務した職員がその存在を語っている」という(ハン
セン病問題に関する検証会議 2005b:1) 0 “発見"された 114体よりずっと多くの胎児
標本が，かつて各療養所で、作製されており，この調査が実施されるまでの聞に施設側
によって処分されてきたと推定される。

3 胎児標本 114体のうち作製年代が判明したのは半数の 57体で， r1924 (大正 13)年
から 1956(昭和 31)年までの約 32年間jであった(ハンセン病問題に関する検証会
議 2005b:3)。

4 生きて生まれた子どもがいたという証言もあり，したがって，職員による嬰児殺し
があった可能性があることが指摘されている(ハンセン病問題に関する検証会議
2005b) 0 

5 標本のなかには r1つのポリバケツに複数の胎児等標本と病理標本が雑然と入れら
れて，倉庫の隅に放置され，長年にわたりその存在さえ誰も気づ、かなかったという管
理状況のものもあった」という(ハンセン病問題に関する検証会議 2005b:10)。
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者が強いられた種々の苦難は，国の政策による“人生被害"“人権侵害"とし

てとらえかえされることになった。これにともない現在では，病歴者の体験が，

当事者によって語られる体験談/書かれた手記，支援者およびジャーナリスト

による聞き書き，研究者による聞き取り調査の記録といったかたちで，数多く

発表され出版されている。ハンセン病病麿者を市民社会から排除し療養所へと

隔離したうえ，その存在を“忘却"していたマジョリティの側も，病歴者の体

験の語りや記録に触れることが可能になり，そこから学ぶ取り組みが少しずつ

ではあれ実践されてきている。一ーしかしながら，堕胎については(その事実

があったことへの言及はあっても)体験の具体的なありょうが語られ/記録さ

れていることはまれである。堕胎の体験は，その体験者にとって，現在もなお

言苦りにくいものとしてある。

本稿では，強制堕胎を体験した昼塚敬愛園入所者のある女性のライフストー

リーを提示する。彼女の堕胎させられた子どもは，敬愛国で胎児標本のかたち

で、みつかった 18体のうちの l体だった。このことが明らかになって以降，彼

女は，堕胎児の母親であることを明らかにし，国が責任をもって胎児の葬儀を

行なうよう厚労省へ訴えに行くなど，この問題の運動に積極的に参加してきて

いたという。聞き取り時点では，彼女の子どもを含む敬愛園の堕胎児の葬式が，

園主催のかたちで，数ヵ月前に執り行なわれたばかりだ、った。このような経緯

のなかで，彼女の語りは，堕胎の体験，そして堕胎された子どもへの思いに焦

点があたったものとなっている。その意味で，この語りの記録じたいに価値が

あるのであり，ここでは余計な分析は差し挟まないことにしたい6。語り手の

ライフストーリーにあらわれている堕胎の“強制"のありようについて，さい

ごに若干の指摘を行なうにとどめたい。

この記録をつくるさいには，聞き手の質問を取り除き，ほぽ語り手の“ひと

り語り"のかたちにするという編集方針をとった。聞き取り場面は全体として，

開き手が質問すると，語り手のライフストーリーがあたかも眼前の出来事のよ

うに鮮やかに，そして語り口ゆたかに紡ぎだされるという印象で、あった。しか

し，堕胎の，まさにその場面にかぎっては，なかなか話が向いてし、かず(語り

がよそへ逃げていく/具体的なようすがわかりにくしサ，空白になる印象があ

り，聞き手は何度も質問を重ねている。上述のような経緯があるとはいえ，彼

女にとってもまた，堕胎の体験は語りにくいものとしてあるのだろう o 開き取

り場面のそうしたようすを残すために，該当箇所にかぎ、つては，聞き手とのや

りとりのかたちのままにしている。なお， [ )内は，文意を明確にするため

の補足である。

語り手の H さんは， 1923 (大正 12)年生まれの女性(聞き取り時点で 84

6 ここで分析を行なわない理由は 3つある。第 lに，当事者の語りの記録は一一聞き
取りがきちんとできている場合には それだけで価値があるとわたしは考えるか
ら。第2には，分析をしようとするとどうしても語りを切り刻むかたちになってしま
う(したがって語りの記録としての価値が著しく失われてしまう)ため。そして第3

には，分析するさいには，ひとつの事例だけをデ、ータとするのではなく，複数の事例
をデータとしたほうが，奥行きのあるかたちで分析できると考えるからである。「強
制堕胎J体験についての複数の事例をもとにした分析は，別の機会(第 81回日本社
会学会大会)に行なう予定だ。
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歳)70 19歳のときに星塚敬愛園に入所した。 2年ほどたってから入所者の男

性と結婚，やがて妊娠。 9ヵ月目のとき，夫とともに園を脱け出て故郷の島へ

と戻る。男の子を産み，親子 3人の生活を営んでいたが， 3年後，強制収容に

あい，親子 3人でふたたび敬愛園に連れて来られる。当時 Hさんは妊娠 7カ

月目だ、ったが，このときに強制的に堕胎させられた。

見の結婚話が破韻一一疑いを晴らすためにみずから病院へ

((Hさん))(わたしが敬愛園に入所したのは， 19歳の夏ごろじゃった。この病

気の〕症状は，自分ではわからんわけよ。〔でも〕みんな，部落のひとたちが

1 [あの子は〕病気じゃないか?様子が，どこか変だ」って，噂するごとなっ

て。

兄さんが，兵隊のっとめが済んで帰ってきたとき，嫁さんをもらおうとした

の。縁談がまとまりかけたときに，わたしの噂が， 1病気じゃないか」って〔広

まった〕。それがまあ〔破談になった〕原因よね。〔相手方は〕はっきり言いは

せんけど。で，“やっぱり，この噂が邪魔してるんだ"と思って。

わたし，鹿児島〔市内〕の病院に行った。“ひとの噂してるような病気じゃ

ない"っちゅう〔ことを示すためにJ，医者の診断書もらって帰ればそれでい

いがァと思って。〔そしたら〕そのまま，うちには帰らんで〔敬愛園に行くこ

とになっちゃったL そんなつもりで，行った〔わけじゃないのに〕……。

〔そこの病院では〕そんなにこう，衣装脱いで，診察することじゃなくって。

そこの医者，ハンセン病はどういう病気って，知っとったんじゃ。「目をつむ

ってみなさい」って〔いってJ，針でこう，突いたり，筆で顔を撫でたりする

だけ。で， 1痛いですか?わかりますか?Jって，そんだけやった。医者が診

ればわかるんだ，そういう診察すれば。

‘これは，ハンセン病"と，医者はみたんだろう。こんな封筒，わたしに渡

して。「鹿屋(かのや)によかァ病院があるから，この手紙を持って，行きなさ

しリって。〔わたし，ひとりで故郷の島から出てきたのは〕はじめてでしょう O

「垂水の港に着いたら，鹿屋行きのパスが待ってる。〔鹿屋に〕行けば，すぐ

もう病院が近いからj って〔先生が道)1頃を教えてくれた〕。紹介状書いてもら

って，その手紙を持って。「このまま行っていし、から。夜具とかそんなのも，

ぜんぜんいらない」って。 13ヵ月したら治る」って言ったのよ。それ，もう，

信じ切ってね。

〔まずは〕垂水〔に行く〕っていうても， (どう行けばいし、か〕知らんでしょ O

“船が着くとこに行けば，たいがいわかるろう"と思って， [港に〕行ったの。

そしたらねえ，あの，人力車。ひとりのおじさんが，八丁笠(ばっちょうがさ)

つって，椋欄(しゅろ)の木の，葉っぱで編んで、，つくった帽子。それを被って，

長あいキセルを持って，自分の人力車にちょこんと座って，客を待っておった

の。“ああ，よかった"と思って。近づ、いて行って， 1垂水まで連れて行ってく

ださいJっち頼んだら， 1はい!Jちゆって，その，返事がいい。「乗りなさしリ

って，乗った膝に，毛布みたいなの，被せて。そして一生懸命，走り出した。

〔故郷の島には人力車なんてなかったから〕そのときはじめて，人力車ちゅう

7 Hさんからの聞き取りは， 2007年6月 24日，星塚敬愛園の Hさんのお部屋にてお
こなった。聞き手は黒坂愛衣。
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黒坂愛衣 r7ヵ月で堕ろされた子どもを思い続けてJ

のが，こんなもんかつて，わかったの。

垂水港に着いたら，鹿屋行きのパスが待っちょった。お客さんがいっぱい，

ずうっと並んで，切符買っておった。“ああして切符買えばいいんじゃ"と思

って，それに自分もついていったの。はじめてやから。

鹿屋の町に着いたら，どっちにどう行けば，わからんからねえ。鹿屋の町の

ひとに， I星塚敬愛国ってどこですか ?Jって尋ねたのよ。〔わたしは〕まだ病

気が軽いから，そういう症状出てないから，尋ねた方が「面会ですか?Jって，

わたしに言うたもんねえ。「そうです」って言うたら， I坂を上がって行ったら，

高あい煙突が見えるから，それをめあてに行けばいいですjって，教えてくれ

たの。そして，煙突をたよりに来てみたら，敬愛園じゃった。

〔鹿屋の町からほずっと〕歩いてじゃから。ハイヤーなんていなし、から。テ

クテク，テクテク，鹿屋から。杉山のほう見ちゃあ，“こっちに行けばいいん

じゃろう"ち思って，煙突見えてるからな。そしたら，いま思えば，納骨堂。

もう，こおんな，大きな納骨堂があって。“こりゃあ妙なとこに来たなあ"っ

ち思ったわけ。で，坂を上がって行きょったら，おじいちゃんが道端でしゃが

んでおって，草かなんか刈りょったのよ。そのおじいちゃんを，こうして見た

ら，顔見たら，こう，変形してる。“ハアーッ!"そんとき，びっくりした。

“これが，ひとが噂してる病気のひとだね。ひとが噂してるようなとこに，わ

たしは来たのか"と思って。そのおじいさんには，ものも言わんで。そんとき

はもう，ハッと思ったなあ。一一ずうーっと，坂を上がって来たら，敬愛園じ

ゃった。

医者が書いた手紙を見て， [事務〕本館のひとが“あ，これは"と思ったん

じゃろう。正式な診察があって，そのまま，入園。いまの福祉〔課，当時の事

務分館〕に呼ばれて，行けばもしものことがあったときには，解剖してい

いですか ?J って〔聞かれてJ，署名するの。もう，せんにゃ，しようないも

ん。園のきまりやて。で，名前は， I本名でいいですか，偽名でいいですか ?J

って尋ねるから，そんとき，偽名にした。

ちゃんと，お風呂に連れて行って，お風呂に入れて。浴衣とか園の着物がわ

たったから，それを着て。私物はみんな取り上げて，消毒して。もう，そのま

ま，入園。それが最初。そんときはもう，あきらめたねえ。“ハァー，みんな

が噂してる病気じゃったんじゃねえ，わたしは"って思って。 19歳のとき。 7

月ごろじゃなかったかねえ。

ほいで， [収容されたひとがはじめに入る〕病室に連れて行かれて。ちゃん

と9 ベッド，ひとりひとりにあるから。わたしにも，ちゃんとあった。そんと

きは，“ひとが噂してるように，じゃったもんじゃ"と思って。もう，あたる

ひとがないじやろう，グチを言うひとが。すぐ，お父さんに手紙書いた。「わ

たしは，こうこうして，ここの病院に入院するごとされて。いま，ベッドもも

らって，こうして病院におる」ってねえ。そのときの，自分の気持ちを書いた

よ。「親もない，きょうだいもない，親なし子みたいな，自分はありさまじゃ」

って。自分の様子を，そう思うたからなあ。

お父さんがおまえの手紙を見て，涙で，手紙が読めなかった。なんども

繰り返して読んだjっち，返事がきた。かわいそうに，っち思ってじゃろ。“も

しか，ひとがいうようにじゃないかねえ。〔その噂が〕ほんとじゃったらいか

んかなあ"ち 9 親も思っていたんじゃろ。
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ちょうど，兄さんが兵隊から帰って，嫁さんもらおうとしてるときのことじ

ゃからなあ。わたしも，そんときはよ，“これじゃし、かん。きょうだいの衆(し)

にも〔迷惑がかかる〕。ひとの噂が，兄さんが嫁さんもらおうということにま

で，わざわいしている"と思ったから。それで、，うちは，鹿児島〔市内〕の病

院に来るように決めて。ひとりで来たのよ，鹿児島に。

そのまま，入園したんだからなあ。 13ヵ月したら，治る」ちゅう，嘘じゃ

った。なんで，嘘じゃっていうことがわかったか。みんな，ここに入ったら，

3ヵ月で治るひとはいない。もう，ずうーっと，ずうーっと，いる。医者が言

うのは，嘘じゃった。“ハンセン病じゃから，ここにやったほうがいい"って

思ったんじゃろ，お医者さんも。

教育熱心なお父さんだった/学校までの道に“らい病"の女のひとがいた

<<Hさん>>[実家は〕農業と漁業の半々 o [きょうだいはJ8人。〔わたしはJ3 
番目，次女。

〔学校は，尋常〕小学校卒業して。むかしは〔そのあとに〕高等科，あった

じゃろ。小学校を卒業する前に，学校の先生が「上の学校に進学せんか，うち

に聞いてきなさしリって〔言ったの〕。まさか，わたしは，小学校 6年で終わ

りじゃろうと思ったよ。きょうだ、いがいっぱいおるのに，上の学校には行かれ

んと思ったから。そしたら，お父さんが「高等科行きなさしリって言うから。

“あらっ，こんな子どもがたくさんおって，どうしてわたしを高等科に出しが

なるかね?"と思うちょった。お父さんがまた，教育熱心じゃった。そんとき

は，女の生徒は2人だ、ったよ，高等科に進むひとは。小学校でみんな終わりょ

ったから。

そんときは，わたし，両親を見直したなあ。“高等科に出してくれるちゅう，

感心じゃ"と思って。親の言うこときかにゃあ，と思って。〔同学年の女の生

徒の〕ひとりのひとは， [高等科 I年をJ1週間でやめた。で，うちがひとり

じゃったよ。

高等科は， [おなじ部落の先輩といっしょにJ3人で， 1皇半から歩いて，山

道を行かんば〔し、けなし、〕学校ゃった。山道を，朝，暗ぁーいうちに起きて行

かにゃあ，学校に間に合わん。 [2年生になったら，先輩のJ2人のひとは，卒

業したじゃろ。わたしが，ひとりになったじゃろ。ひとりになったらもう，そ

んな，暗い山道，行かれんで。高等科 2年を中途まで〔行ってJ，卒業せんで，

やめたの。

こんだ「青年学校に行けj っちゅうて，お父さんが〔言ってくれた〕。そん

とき，お父さんが教えたことは女は，自分で着る着物ぐらいは，自分で縫

えるごとならにゃいかんよjって。それがいまも頭に残ってる。お母さんがあ

んまり〔子どもに〕裁縫教えるとか，そういうことはせんで。野山に，畑に出

て，働くことばっかりがお母さん。それで，お父さんが“女はちゃんと，なけ

りゃ，いかんが"っち，思うたんじゃろ。小学校に入るときも，お父さんはそ

うだ、ったがなあ。小学校に入るときはなあ，兄さんたちが，わたしに一生懸命，

名前の書く，宇も，教えて。「こうして書くんだよおJって。時計の針の見方

も，お父さんが教えてくれた。 112，1，って書いてるとこのあいだを， 5分間

っていうのよ」って。それも，きれーいに覚えてる。もう，忘れん。

青年学校はねえ， 2年か，やっぱり， 3年ね。 1週間に何回って，行けばい
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いわけ。日割りがちゃんと決まっちょって。〔勉強は〕ほとんど，農業とか。

女の生徒には，お裁縫。

そうしてるうちに， [うちの親戚が門徒になっていた〕お寺が「女中さんが

欲しい」言うて。お父さんが「あンお寺じゃったらいいじやろう。行きなさい」

って言うたから，わたし〔青年学校をやめて〕住み込みで，女中に行って。そ

のお寺に子どもがひとりおったから，子守しながら，お寺の掃除をしたり，炊

事をしたり。〔その頃はJ17歳， 18歳ぐらい。お寺の奥さんがまた，料理のし

かた，お煮しめのしかた，いろんなことも教えて〔くれて〕。それで，晩にな

れば，そこの奥さんが，裁縫の稽古。反物買ってきて，それを裁っとこから，

裁縫を教えてくれて。それで，お正月は9 暇〔をくれてJ，家に帰しょったか

らね。奥さんが教えてくれた，できたての，わたしが縫うた羽織を着て，うち

に帰りょったよ。〔お父さんは〕喜んでねえ。うん。もう，そんなに，教育熱

心なお父さんじゃった。

19歳のときに，その，お寺に行きながらこの病気じゃないかねj って，

噂が〔立った〕。“わたし，そんな病気かねえ"ってね。「わたし，生まれンほ

うが良かった」って言ったら，お母さんが言うたよ。「馬鹿なことを言うもん

じゃない。 8人の子のうち，いっちばん，おまえがかわいい子じゃった」って。

「仕事行って，おっぱいを飲ませようと思って，背中から下ろしたら，にっこ

り笑うてねえ。いちばあん，おまえが，かわいい子じゃったJって，お母さん，

話して聞かした。いまでも，それが頭に残っておって。お母さんに，あんなこ

と言わにゃあよかったね，と思って。

わたしなんかが小学校に通うとき，家から学校まで行く道のあいだに，この，

ハンセン病っていうひとが，ひとり，おった。嫁にもし、かんで、おったんじゃろ，

そのひとは。「ここに，らい病の女のひとがおるらしい」っていう話，聞いて，

知っておった。わたしも，そんとき“あんなことしたからパチが当たった"っ

ち，思うたことがあるよ。学校が済んで，そこ，道を通るとき，その女のひと

が出てきて，こうして，海を眺めてるときがあったよ。“このひとじゃあ。ら

い病のひとが，道ぐりに出てるわ"っち思って，着てる洋服の，袖をこうして，

鼻を押さえて，そこを通るときばっかり，走って通りょった。まだ子どもじゃ

からな。自分がらい病になるっち 3 知らんから。“らい病が出てるから， うつ

る"っち，思って。

自分がこんな目におうたときは，“小さいときに，あんな横着なことしょっ

たから，自分が病気になったんじゃ"って，思うたりしたよ。鼻をふさいで通

ったり，あげな悪いことしょったり。〔そのせいで〕自分が，病気になったん

じゃないかねえちゅうようなこと，しょった。

兄さんが商会に来てくれた

<<Hさん》お寺に女中に行ってるとき。寂しいから，家が恋しくて，わたし，

「もうお寺には行きたくなあい」っちゆって，ダダこねて。 2，3日行かんで

おったら， [お寺からJr来たくなかったら，もう来ンでいい」って，ことづけ

が来て。そんとき，お寺の坊さんにも，わたしが病気じゃないかねえっちゅう

ことわかったから， r来ンでいい」って言うたんじゃないかと思って。一一そ

れがわかったのは，門徒のうちに，部落はぜんぜん違うけど，らい病の子がお

ったんだ、って。それで，門徒のひとが“おんなし病気じゃ"って，教えたみた
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いで。それからずうっと〔噂が〕広がってねえ。お父さん，お母さんにも〔耳

に〕入ったんじゃないかな，ひとが噂してるっちゅうこと。

〔その噂を晴らすために鹿児島に行くことは，お母さんだけに相談した。〕お

父さんと，兵隊から帰ってきたばっかりの兄さんは，家を夜中に出て，トビウ

オ漁に行きょった。で，お母さんがひとり，うちにおるじゃろ。きょうだいの

衆は，まだ寝てる。わたしが言うたのお母さん。わたしは，鹿児島の病院

に診察に行きたいjって。たら，お母さんが「ひとりで行けるか?Jって。「う

ん，行く」って。〔部落から] 1里ぐらい行けば，船の着く港があって，定期

で来る，大きな船がおった。そんときはもう，勇気出して，こわいとかなんと

か，ないから。

まだ戦争当時ゃから，食糧があんまりないとき。自分たちは農業してるから，

米も採りょった。お母さんが袋に米を入れて米さえ持っておれば，ひもじ

いめにあわんから」って。お母さんが準備してくれた米を持って，おカネを腰

にくくりつけて，港まで行ったの。まだ暗いうちに，ひとが起きらんうちに。

はじめて，ひとりで，港まで行ったの。

ほいで，船が来た。大きな船ゃった。暑いときゃったから，船の，甲板に上

がって，みんなもうゴ、ロ寝や。お客さんたちもみんな，暑し、から，甲板に寝と

った。わたしも。で，目ぇ覚ましてみたら，枕元に置いておいた米袋がないの。

食べ物が不足してるときゃから，食糧難で。“あらあ，盗まれたあ"と思った

の。“おカネはくくりつけといてよかった。まあ，米はどうでもいい"って思

って。もう，盗られたのは，わかってるから。“ああ，米の欲しいひとがおっ

たもんじゃ"と思うたよ，そんときは。ウフフフ。

そうして，診察に来たんだもん。そしたらもう，家に帰ることはなかった。

ここに来たの。もう，そんときのことは，忘れられん。

ここ来て，はじめて知ったよ。“3ヵ月で治るちゅうことは，嘘じゃった"

と思って。みんなが，変形したりしてるから。病室に，みんな，ベッドひとり

ずっもらって，寝てるでしょ。来た晩，夜中に，コトンコトン，コトンコトン，

音がするから，なんだろうかと思って，ベッドの上からこうして，見てみたら。

足に義足はめてるひとが，板聞を歩くから，そのひとがトイレに行くときは，

音がするわけよ。“はあ，あんなひともおるんじゃなあ"と思って。歩けば，

コトン，コトン。義足と，板間の，土を歩く音がするわけ。

〔園に入って l週間ぐらいしたら，一時〕収容の病棟から，部屋が変わった。

各部屋，もらったわけ。それも，ひとりじゃなくて [12畳半に]3人おったり，

4人おったり，共同部屋。

そうしてるとき，兄さんが，兵隊の服装着て，面会に来てくれた。そんとき

はうれしかった。お父さんが「行っておいで」って，ゃったんでLょう。わた

しの様子をみて，日帰りで。一一そんとき，兄さんが，おこづかいもくれとっ

た。食べ物が不自由なときゃったから，そこの〔園の近くの〕部落に〔行った

よ]，夕方。行けば，芋売ったり，着る物，新しいとを持って行けば，交換し

てくれたりしょったよ，そんとき，まだ。「芋，買いに行こうよ」って，部屋

のひと 4人で、行って。唐芋，兄さんがくれたカネで俵買うて。 4人で交代

交代で，棒にこう，つンじて，かたげて，部展に帰ってきて。唐芋，炊いて食

べたよ。ウフフ。みんな，もう，仲良かったからねえ。自分だけじゃなくって，

みんな，分けおうて。一緒に，仲良く暮らしょったから。疲れたときは休んで。
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こんどは，ほかのひとと交代して。「よいしょ，よいしょ」って，かついで来

たよ，部屋まで。

兄さんがうちに帰ったら病気はそんな，わからんぐらいじゃった。元気

にしとったよ」って，親ン衆には伝えたんで、しょう。みんな安心して。それで，

わたし〔着のみ〕着のまま来てるでしょ。家にあったわたしの着物を，ちゃん

と，行李に入れたまま，園に送ってきてくれた。そのあと兄さんは，別なひと，

嫁さんもらって。子どももできてねえ。で，兄さんの嫁さんが「早う，病気を

治して帰っておいで、j って〔手紙をくれた〕。

圏内結婚一一子どもを産むため圏を抜け出る

<<Hさん>>[患者作業は〕わたしは，最初はミシン部。みんなの注文受け付け

て，それを，ミシンをかけてあげるわけ。野球もやりょったからねえ，若い男

の衆が。野球の，ユニホームを縫うたりしょったよ。して，修理もの，仕立も

の， したりして。それをすれば，作業賃ちゆって，あたりょったの。

それで，付添〔看護〕いうて，不自由舎の付添いをしたり。そんな仕事もし

てみた。〔あとは〕炊事場にも出たことある。豆腐を作ったり，野菜を切った

り。みんなの食事を作るとこ。わたし元気ゃったからな。手もどうもないしね。

〔圏に入って)2年ぐらいしたら，結婚したねえ。患者どうしの結婚。〔夫は〕

ここの〔園の中の〕学園の〔先生をしているひとた、った〕。ちゃんと，両親に

もそれ，話しして。宗教も〔夫婦で相談して) rキリストがいいよJって決め

て。結婚してすぐ， [昭和]21年にはもう， [長男の)Kさんができて。

ここで妊娠するでしょ。そうすれば，医局からすぐ呼ばれよったの。「堕胎

しなさしリって。ひとはみんな，医局から呼び出されて〔堕胎〕しょった。呼

び出されんうちに，個人で，外〔の病院〕で，堕胎するひともおったし。だけ

ど，わたしには，幸いに，なんも言うてこなかった。それを幸いに，だんだん

だんだん，お腹が大きくなって。うちに知らせたら「うちに来て，産みなさし、」

って，両親3 きょうだいが〔言ってくれた〕。それで， うちに行ったらヵ

月したら生まれた。長い間，医局からなんも言われンとよ。 9カ月よ，もう。

それが，うちは不思議でたまらんと。みんなねえ，医局に呼ばれて，堕胎させ

られてるとよ。

たしか，そのときは帰省〔届を閤に出すかたち〕じゃなくて，無断で〔園を〕

出たと思う。〔主人も〕一緒じゃった。〔故郷の島にわたしを〕連れて行って，

すぐ〔園に〕帰ってるのよ，主人は。こっちに学園の仕事があるから。そのあ

いだに， 1ヵ月したら生まれたから，うちの両親が「男の子が生まれた」って，

主人に電報を打って。そしたら飛んで来たよ。赤ちゃんの，ねんねこやら，い

っぱい，ここで作ってもらってね。〔主人は〕学闘の先生でしょう。で，ここ

の少女舎と少年舎と，行ったり来たりしょったから，そこのおかあさん〔ェ子

どもたちを面倒みている入所者女性〕が世話してくれて。上からはおる，綿入

れの半纏(はんてん)やらねえ，いろんなのつくって。リュックサックいっぱい，

おんぶして，かるうて，来たよ。ちゃんと〔子どもの〕名前も考えてきて， fKJ 

ってつけてくれて。

〔子どもを〕育てるのに，こんどはもう，夢中よ。〔はじめは〕親ン衆ときょ

うだい衆と〔住まいが〕いっしょだ、った。〔でも，しばらくしたら〕家も別に

なって。ちゃんと，家も構えて。〔わたしの〕お父さんが，家は，建てるとき
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はここにしなさいって〔場所を用意してくれた〕。お父さんたちの家の，近い

ところに，土地があったから。〔別の島に住んで、いる〕主人の両親と，協働し

て，手伝ってくれて。〔そこで親子 3人で暮らし始めたの。〕

お父さんが〔主人に〕仕事教えて，炭焼きもしてみた。それをもう，炭焼き 9

覚えたら，おもしろくてね。一生懸命したよ，主人は。魚釣りも，お父さんが

教えて。それで，お父さんたちが「畑も必要じゃから」いうて，わたしにも〔畑

をくれたL[ふつうは〕嫁に行く女の子には，財産はくれないよ。だけど，両

親が，ここで生活すれば畑がいるからいうて，畑も何枚かくれて。百姓もして。

両親，きょうだいの衆がもう，一生懸命，助けてくれた。

〔病気の症状は，まだぜんぜん〕悪くないの。そんときまだ，軽かったわけ

な。手も，どうもない。部落のひとも嫌わずにお醤油がなくなったから，

ちょっと貸してくれj とかマッチの実がなかったから， 2， 3本くださいj

とか言うて。使う水も，おなしとこよ。そこ，冷たい水が湧いてきょったから。

いいとこじゃったよ。場所も。そして，ちゃんと，湧き水のそっとこに，家

も作って。そんな，大きな，豪華な家じゃないけど，まあ，どうにか暮らせる

うちを建てて。部落のひともみんな，家を建っときは，手伝いに来た。

〔暮らしは〕苦しかったけど9 どうにか食べていけたよお。炭焼きをしたり，

畑もしたり。楽しかった。そのまま， Kが3歳になるまでおったから。強制収

容があるまで，そのまま暮らして。

親子3人の強制収容/7カ月の子どもを堕胎させられる

((Hさん))[強制収容は〕うちらばっかじゃなくって，島じゅうをまわって。

病気の， [島に〕おるひとは，みんな呼び出して，連れてこられたの。そのと

きにもう，家もそのまま，畑もそのまま。 Kさんが 3識のときに。

あれはねえ，役場からじゃったじゃろうねえ。警察じゃなかったもん。役場

から通知が来たはずよ。“ここの区のひとはここに集まれ"“ここの区のひとは

ここに集まれ"って，ちゃんと，集まる場所を決めて。 トラックがちゃんと，

準備してあって。それで，いちばん最後，港に集めて9 そこから船で。船も，

あたりまえの客船じゃないよ。機械船よ。

〔通知が来たときには〕もう，もう，たまがり。あああああ。はああああ。

これが最後か，ちゅう思った。また行かにゃならんのか，と思ってね。せっか

くここまで来たのに，と思ってね。ひどいよねえ。やっとこれから楽しい生活

ができるっていうときにねえ。

逃げがならんの。もう，命令に従わにゃあ。そんときに， 3歳になる Kさん

をおんぶして。お父さんも〔し、っしょに〕……。親子 3人で来たわけ。お躍に，

赤ちゃんが入っておって。 7ヵ月ゃったから，あと 3ヵ月しんぼうしておれば

ねえ。産んできよったのにねえ。

〔そうやって，強制収容で，また敬愛闘に来た。JKさんは l週間，ここ[=

敬愛園〕の病棟に，一緒におって。この子はもう，病室を走って歩きょったよ。

l週間したら，連れて行か〔れて，敬愛園の未感染児童〕保育所に預かつてく

れて。そのとき〔お腹の子どもは〕堕胎させられて。

《聞き手》あの，もう，有無を言わさず，というかんじ?

((Hさん》はい，はい。なにも言わんで，きゅうに呼び出されて。医局で。

で，その，堕胎させて，させられ， してくれた先生が，女の先生。
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《聞き手》その，なんにも説明はなかったわけですか?

((Hさん》ない，ない。強制じゃから。

《聞き手>>["これから，やる」とか，そういうことも，なにも言わない?

((Hさん》なにもない。呼び出し。ハァー。

《聞き手》で，どういうふうにその，女の先生から，なにを言われたわけです
カ通?

((Hさん》なんも言わんのよ。

《聞き手》なんにも言わないの?

<(Hさん》で，そのあと，熱が出て。臨胎させたあとが，産祷熱を出して，危

篤状態。そんときはもう，主人が一生懸命，看病してくれて。島の，親ン衆に

「堕胎させられた。熱が出て，危篤状態」って，電報打ってくれてあったと。

〔意識がなくて〕それ知らないの，わたしは。

明くる朝は，ペニシリン l本で9 熱がずうっと下がって。キョロッと元気に

なって。弟が来たときは，ベッドの上，わたしは座っておったとよ。お父さん

が，弟に「おまえが星塚の病院に着くときは，もう死んで、るじゃろうけど，ま

ず行ってみれj ちゆって，明くる朝，来たわけよ。その病棟の個室の戸，ガラ

ッて開けて，弟がし、て。「どうしたの ?J ってわたし，言い方ぞ。そしたら主

人が， ["おまえが危篤状態で，電報打ってあったから，弟が来てくれた」って。

そんときはじめて，うちに説明して，聞かして。一一一そんなひどいめに，おう

ちょうとっとよ。あと 3ヵ月，強制収容がなければ9 産んじょっとよ。

〔未感染児童保育所にいるJKさんとは，ときどき，面会する日が決まって

おったから，そんとき会いよったよ。〔でも〕抱かなかった。保育所の保母さ

んたちが，ついて来ょったもん。〔うつるといけないから，病気の親が〕抱い

たらいかんとか，そんなことを，ちゃんと〔保母さんたちに〕教育してあった

んじゃない。

保育所に連れて行ったすぐ， 2， 3日は，わたしはもう [Kを〕思って，た

まらんで。どうしてるかねえって。昔は，保育所のそば，大きな杉山じゃった

から，“ひょっとしたら，あすこに行ったら遊んでるのが見えやせんかねえ"

って，夕方になったら 9 そこに〔行ってL 1囲は，杉山の陰から見ておった

ら，保育所の保母さんが [Kを〕抱いておったよ。 [Kは〕こうして抱かれて，

〔わたしと一緒にいた病室の方向に〕あっちに行け，あっち行け，こうして指

さしょったよ。恋しがって，わたしを。“一緒におった病室，覚えちょっとじ

ゃねえ"ち思って。いっちばん，親が恋しいときよねえ。あっちに行け，こう

して。それがもう，いまでも目に〔焼き〕ついてる。

危篤状態のときに，もう，ペニシリンがなかったら，わたし死んでるよ。

《聞き手》その当時は，どういう気持ちでした?堕胎をされて?

((Hさん》気持ちもなんも，もう，ね。わからんかったから。

《聞き手》なにをされるのか，なにをされたか?

<(Hさん》はい。

《聞き手》あの，お腹からね9 赤ちゃんを出されてしまうとか，出されてしま

ったとかっていうのは，どの時点で、わかったわけですか?

((Hさん》そんときはもう，それは，わかったなあ。いま生まれたねえって。

《聞き手》わかりました，いま 9 出されたなって?

((Hさん>>[月満ちてじゃなく，むりやり産まそうとして〕薬でしてるから，
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なかなか産まれんで。

《聞き手》そのときは，どういう気持ちでしたか?

<<Hさん》主人は，生まれたとき，見てるわけ。わたしに見せなかった。もう，

7ヵ月。「頭の毛が真っ黒したねえ，フサフサして，おまえによく似ておった

よぉ」ちゆって。「女の子じゃったよJって教えてくれた。

《聞き手》どういう気持ちでしたか， Hさんは?

<<Hさん》気持ちもなんも，もう，こうされるの，せんにゃいかんかった。強

制収容じゃから。もう，なんも，考える暇なかったよ。こうされにゃいかんか

ったがァちゅうことは，決まってるごとに考えてね。あきらめて。

《聞き手》あきらめて?

<<Hさん》ええ。あとから気付いてねえ。

《聞き手》なにをですか?

<<Hさん》自分が……。あの，もうちょっと辛抱してから，なんとか方法をか

えてればよかったっち患ってねえ。

《聞き手》どれぐらし、から，そういうふうに思うようになりましたか?

<<Hさん》産んでしもうてからよ。女の子じゃったって，聞いてからよ。あと

3ヵ月，辛抱すればよかったのにい，と思ってね。どういう馬鹿じゃったか，

と思って。自分がねえ。女の子ちゆったから，なお。一一「女の子だ、ったよJ

って，主人が教えてくれた。わたしに見せなかった。

外と圏を行ったり来たり/労働で手を悪くする

<<Hさん))(Kは，小学校に入学するときに，未感染児童保育所から出たの。〕

親ン衆が「学校，外で出しなさし、」って言うてくれたから。わたしが保育所か

らもらって，役場に〔行って〕ちゃんと手続きをして， (島の親のところに〕

連れて行った。小学校に入学するときも，わたしが学校に行って，先生たちに

も挨拶もして，入学させたんだよ。

〔親ン衆は， KをJ2年生まで出してくれた。〔わたしたち夫婦は〕そんとき

までここ(=敬愛園〕におって，治療しょった。 2年生まで。それから， うち

らも〔圏を〕出て。〔ただ，正式に園から籍を抜いて退所したのは〕主人ばっ

かり。わたしは，帰省〔屈を出すかたち〕で行ったり来たりして。そうすれば

治療ができるからね。治療しては帰り，またいっときして，治療しては帰り o

そのときはまだ〔わたしも〕病気が軽かった。学校にも行けるし，役場にも行

けるし。〔主人のほうは，いままでもずっと〕本病はぜんぜん騒がない。

〔おなかに〕次男坊ができたとき，主人が「もうひとり育てようねえ」つっ

て。そして，次男が生まれて。したらこんどは，わたしが，手が悪うなったで

しょ。まあ，手は，指は〔かたちは〕きれいにしてるけど，手になあ，感じが

なくなった。食器をお湯で洗おうと思って，“あら，お湯じゃのにねえ?"と

思うときに，“あらあ"。感じがちょっと，鈍うなって。家におるとき。一一仕

事，一生懸命，頑張ってるときじゃった。百姓。山仕事の手伝いにもいった。

あの，木を伐ったりする，運んだ、りする，主人の仕事の手伝い。それはもう，

主人より手が悪くなって。で，傷をつくれば，お医者さんに行けんじゃろう〔ま

た療養所にやられてしまうからL
その頃はもう，薬!苫(やくてん)にペニシリンが〔置かれてJ，自由に買える

ごとなったから。ペニシリン，合うひとと合わんひとと，おるんだ、ってね。合
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わないひとは即死するひとがおるらしいって。それで、，なんで、わたしに合うっ

て主人が知ってるかっていえば，ほら，桃子ちゃん[=堕胎させられた女の子

につけた名前〕を取られたときに，ペニシリンで、助かったでしょう。それで，

外に出たとき，傷つくったら，すぐ薬!古からね，ペニシリンを買うてきて，主

人が注射してくれた。おしりのこの，筋肉のところに。そしたらこの，指が，

傷になってるとこが，すぐ治って。化膿もせんで。ベロって，腐った部分が〔取

れてJ.白おい，ちっちゃあい骨が出てきて。だから指が短くなるわけ。それ

で，こんなんなったわけ。でも，力もある，鍬も握ることもできる。鎌を握る

こともできる。形が悪くなったけど，なんでもできるわけ。鍬を握っても落と

しもせん。鎌を握って，草を払っても，ぎいっとつかんでるし。

〔敬愛園にいるときも，労働をしていたよ。〕畑を，またするの。それは9 外

でしつけてるじゃろう。園ではもうねえ，自由に何坪でも，希望するひと，無

料でわたりょったから。不自由舎の付添看護もやった。ボイラーでお風呂わか

して，ひとりひとり，おばちゃんたちを入れて。そんな仕事もしょったよ。そ

んときはもう， [わたしがあんまり島へ帰れなくなって〕子どもを，お父さん

が外で育ててるとき。

手が悪くなってからはなあ， [面会人宿泊所の〕星塚荘の仕事。〔面会に来る

ひとたちの〕接待ね。炊事場から飯盆がくるから，それを洗ったり。

若かったからねえ。きついっちゅう，思わんかった。それすれば，作業賃が

すこし，もらえるから。一一わたしはね，自分ばっかり，ここでアレ[=楽〕

したらし、かんと思って，子どもンため，家のためにと思って，福祉〔課〕に頼

んで，いろんな手続きをして，あの，少しでも生活費をもらえるごとって，お

願いして〔おカネを貯めて家に送金していた〕。戸主のひとがここにおれば〔園

から支給される毎月のおカネは〕すこし多いけど，戸主は外におるでしょう。

それで，あんまりたくさんはなかったけど，いくらか，毎月くるから。で，手

続きすれば，うちに送ってくれるから。〔主人は)rためになったjっちゆって，

喜んでおったですよ。

思給の申請をためらっていた夫

<<Hさん>>[主人は，海軍におったときに病気がわかったの。でも，傷撲箪人

としての〕思給のおカネ絶対にもらわんJっていうのよ。いくらわたしが

勧めても，きかなかった。「恩給をもらえば， [自分が〕こうしてハンセン病に

なって療養所に入ったっちゅうことが〔故郷の役場のひとに〕わかる。請求は

しなしリって，きかなかったよ。でも， [主人の故郷の〕島でじゃなくて，こ

こ[=敬愛閤〕で請求したら，なんにもわからないから，もう，ぜひしてくれ

って〔頼んだ〕。子ども育てるのもたいへんだ、から。収入はないから，仕事を

せんにゃあ，おカネは入らん生活よね。わたしが「ここ来て請求しなさい。〔故

郷の〕役場にもわからないでできるから」ちゆって，やいやい，電話して。〔そ

のときには，主人はわたしと離婚して別のひとと再婚していたの。だから，わ

たしは実家の〕弟に電話して伝えてくれ」して。

ここで〔請求した場合で〕も，“兵隊に行ってこの病気になった"って証明

する医者がいなければ， [，恩給の請求は〕通らんかったって。わたしの主人は，

海軍病院で，ここの〔園にいた)00先生が〔病院から頼まれて診察しに〕行

って，“ハンセン病です"ってわかったでしょう。 00先生，眼科の先生じゃ
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ったから。 それが不思議に，わたしを，桃子ちゃんを堕胎するとき，堕胎

させてくれた女匿さんが，その9 海軍病院で診察した00先生じゃったの。〔海

軍病院で主人を診察した先生と，桃子ちゃんを堕胎した先生は〕おんなし先生。

だから，ぜひ請求してくれって〔言ったのLr証明する先生がいるから，あ

んたはきっと通るから。ここに来て請求してくれんしたら〔主人は〕来てく

れてねえ。請求したら，一発で通って。で，さかのぼって来たって，恩給が。

そのおかげで，島で，立派な家がでけて。そのときに主人から電話が来ました。

「おまえのおかげで、立派な家もつくれたj って。喜んで，電話がきましたよ。

子どもを思って離婚を決意/別れたあとも交涜は続いていた

<<Hさん》手がだんだん悪くなってから，“これじゃいかん"と思った。こん

な状態では子どもに迷惑するからね，学校に行くごとなって。〔それからは，

わたしは〕こっちの〔敬愛園にいる期間の〕ほうが，自然と，長(なご)おな

ったわけよね。

〔子どもたちは〕わたしが病気で，敬愛園に治療しに行ってるっちゅうこと

は，知ってたよ。〔わたしは，国にいるあいだも〕洋服つくって送ったり。寝

まきも，たまに作って送ったりしょった。わたしが帰省で帰れば，喜んで、，次

男。ウフフフ。「お母さんが来た!Jって，ルンルンして喜んでね。ちっちゃ

な猫を養っとって。すること見ちよれば，ご飯が炊けたら，あっついご飯をお

血についであっついから，ふうふうして食べれよj って言いながら，猫に

ご、飯やっとって。動物をかわいがるうてねえ。成長してるねえと思ってね。た

まに帰るからよお。うん。で，飯台のそばにおって，こ、飯ついであげたりすれ

ば rあらあ，きょうは，お母さんがご飯ついでくれるの ?Jつってねえ，喜

んで，次男が。そんときは涙が出た。かわいそうにねえって。

そんなの見てるから，女の親が大事なもんじゃっちゅうことは知ってるから，

〔主人に〕再婚もすすめたの。大人だから，わたしは，どんなことでも耐える

ことができるから。子どもはかわいそうでしょう。ねえ。だ、からもう，子ども

のことばっかり〔考えて〕。

そいで，いまのお母さんを，その……。「母親がいなければ，子どもがかわ

いそうじゃからj いうて， [主人と〕相談をしたの。わたしが〔敬愛国から〕

鹿児島〔市内〕まで出て，主人は島から来て。旅館で，ひと部屋借りて。「わ

たしはもう外では生活はできん。手が悪うなったり，こんな状態で暮らしても，

子どもに迷惑するから。いいひとがおったら再婚しなさい」いうて。〔主人の

ほうに〕再婚したらどうかつて，話があったから。

〔でも，その再婚話がはっきり決まったのは，それからしばらくたってから

だった。〕再婚するときは，いまのお母さんが，主人とおなじ年で， 51歳かな。

わたしは 3つ違い [48歳のとき〕。女はほら， 50も越したら，もう，子どもで

きんでしょう o それで、，わたしの子どもにかかってるわけ。次男坊がちょうど

小学校終わって，中学から育ててると，いまのお母さんが。長男はもう高校卒

業して，就職するっちゅうときね。お母さんはもう，ょう育ててくれてねえ。

理解のあるひとでねえ。いまも電話がきますよ。わたしにおかあさん，お

かあさん」って，電話。

次男が高校卒業して，就職するとき，お父さん[=主人〕がここに，次男坊，

連れて来てくれた。「仕事につけば，いっときは会えんからねえ」いうて。わ
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たしは月給をもらうまでは，おカネもいるから」いうて，お小遣いもくれ

て。それで，いまにいたってるの。子ども，ふたりとも，孫たちも連れたりし

て， [敬愛園に〕自由に来てくれる。いまでも，わたし， rお父さんもお母さん

も，もう年取って難儀してるから，ときどきは〔島に〕行ってやりなさしリっ

て， しょっちゅう電話するのよ。

こんど，桃子ちゃんのお葬式[=胎児標本にされた子どもたちの葬儀〕を，

政府がしてくれるごとなったでしょう。わたしが難儀してるじゃろうと思った

んでしょう。〔主人が〕いまのお母さんと相談して，桃子ちゃんのためにすこ

しでも送ってあげようかつて，電話きたのよ，葬式がある前に。それもう，わ

たしがちゃんと産着も買うて，いつで、も葬式をしてもらえるごと準備しである

からこれだけは，わたしにさせてくださしリって〔返事したのL rそれで

いいですかねえ」って言うたけど。「いいです，いいです」って。一一そうい

う仲で，いまでもずうっと，つきあいしてるの。

ホルマリンに漬けられた胎児をみつける

<<Hさん》桃子ちゃんの，胎児が残ってるって〔知ったのは，堕胎からJ35， 

6年経ってから。それを見て「あらあ，わたしの子ども!Jって，わたしは，

大きな声で言うたのよ。

〔それは〕なんで、もないときに〔わかったのJ0 [おなじ〕暁(あかつき)寮に

いるおばさんと， r物入れに，プレハブ小屋を建てょうかあj って〔相談して

たの〕。で，医局にプレハブで、作った小屋があるから， r見本に，見に行こうか

あjって，ふたりで、行ったのよ。そしたらねえ， [プレハプ小屋の中に〕この，

火鉢ぐらいのガラス瓶がこう，座っちょったの。ガラス瓶の外のほうに，こん

な紙に，わたしの本名が書いて〔あって，それから〕もうひとり，女の方の名

前を書いて〔あって〕。その瓶に，ふたり〔胎児を〕入れちょったのよ。わた

しの子と，もうひとりの子と。わたしの子ども，初めて見たとよ。“はあー，

こんな，ホルマリンに浸けてあるんだなあ"っち。

それを見たときに，びっくりして。わたしはもう，部屋に直接，帰るごとは

なくて。キリスト教会のこんな納骨堂，ちいちゃいのがあったから。そこに行

って，もう，祈ったわけよ。もう……，大きな罪を，自分が，犯してるから。

“どうか罪を許してください"っちゅうて，祈ったら，すこおし胸が下がって

なあ。そして，暁寮に帰ってきたわけ。

それを，あるから見に行くっちゅうんじゃなくて。プレハブの小屋を，どの

くらいの小屋かつて見に行ったとやから。そしたら 9 そのプレハブの中に〔あ

った〕。新しい医局を建てるまで、っちゆって，そこに，仮に入れてあったみた

い。「小屋を見せてくださいねえ。棚なんか作つであるんですかあ ?J ちゆっ

て，男の，看護士さんに頼んだら， r見せてあげますよ」って。「中は，どんな

ふうなってるの ?Jって。そんなの，入ってるって知らんでよ。そうして，看

護士さんが，戸を開けて見せた。戸を開けたら，真ん前に，ガラス壷が入って

るわけよ。「あらあ，わたしの子ども!Jって，わたしは大きな声で言うたよ。

〔看護士さんは〕だまっとって，なんも言わない。「あんたは，お年はいくつ ?J

って尋ねたら， r30なんぼ」って言うたよ。「この子を育てておったら，ちょ

うどあんたぐらいだねえJって，わたしが言うたわけ。戸を聞けたまま。

それが，はじめて，自分の子どもがいるっちゅうこと，ホルマリンに浸けてい
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るって〔わかったとき〕。わたしの子〔だけ〕じゃなくて，もうひとりの子と，

ふたあり。瓶が丸かったから，それ，こうして，曲げて，入れとったんじゃろ

うねえ。それからもう，わたしは，いつもお水とお茶をお供えするごとなった

よぉ。「ごめんね，ごめんねj言うて。冷たい中に入ってるだろうねえって。

早く出してあげたいねえって。冷たいじやろうねえ 9 寒いじやろうねえって。

その思いが，ずうーっとじゃから。

園の葬式が執り行なわれるまで

((Hさん>>[ここ 2年ぐらいのあいだに，胎児標本の問題がとりざたされるよ

うになって〕園長先生から["[心あたりが〕あるひとは相談コーナーに申し入

れてくださしリって，放送があった。それで“これは話さにゃあ"ち，思って。

「先生，わたしは，こんなの見ました。いまもありますかね?Jって尋ねたら，

「あります」って，園長先生が言ったんです。

〔ガラス瓶をみつけた〕そんときは，もうひとりの赤ちゃんのお母さんは，

まだ生きておった。で， [圏内の〕公会堂に，映画観に行ったのよ，わたし。

〔当時は〕娯楽がもう，映画しかないから。いまの公会堂じゃなくて，古い，

前の公会堂ね。 2階に，その子のお母さんが座っとった。〔そのひとに] ["わた

しは，こうこうして，わたしの子とあんたの子と，おんなし瓶に，ホルマリン

に浸けてるの，見たが。あんたの子どもは男だった?女だった ?J って，聞

いたの。そしたら男だ、ったらしいねえ，あとから聞いたら。それで園長先生に，

そのまんま話ししたのよ。

もう早く，ねえ，出してあげたかった。冷たいところに〔浸かっていて〕。

でも，自分勝手にできないから。いっときは，自分9 思うばっかり。冬が来た

ら，冷たいところ浸かつてるなぁと思って。〔そうやって〕もう，ずうっと思

ってきておった。〔だけど〕自分の子だけじゃなくて，ふたり，と思ったから。

友達がおるねえ，と思ったから，すこおしは気が楽になったけど。

〔その後は〕何回か相談に行って。園長先生はここにも来てくれた，そのこ

とで。そのとき園長先生は，こんな言われた。「前の副園長先生が，桃子ちゃ

んとその子とは別々に離して。いまは，ひとりにしていますよ」って。そして，

見たときは丸かったけど，いまは，白いプラスチックの四角のケースに，別々

に。「前の副閤長先生が，ちゃんとしてくれてありますよj言ってて。

「国が葬式，ていねいにしてくれるように」って， [わたしたちが厚労省に〕

陳情に行って。そのとき〔それが実現するかどうかはまだわからなかったけど]， 

“いつかは来る"と思って，産着を買いにいって。で， 3日ばっかり経ってか

ら，“こりゃあ，一緒に長いこと入っとったから，自分の子だけじゃなくって，

一緒に入っておった子の産着も買うて，準備せにゃいかん"と思ったの。なん

でうちがそう思ったかっていえば，その子のお母さんがもう，死んでるわけ。

で，お父さんは，早う死んだから。“こりゃあ，かわいそうじゃ。誰もしてあ

げるひといなし、から，自分がしてあげにゃあ"ち思って。おんなし居に買いに

行って，その子の産着も買って来た。

福祉〔課〕のケースワーカーのひとに「わたしは，いっしょに入っていた赤

ちゃんの産着も買うでありますがァ。使ってもらえるかどうか，わからんけどJ

って，話しとった。そしたらその，ケースワーカーのひとが，その子のお母さ

んを〔生前〕面倒みとった，旦那さんのlまうの姪御さんを，訪ねて行って。
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一〔お母さんのほうの〕ほんとの親戚は，“おまえのおかげで，家族みんな，

無茶苦茶じゃ"っていうて，嫌われとったって。だからその，s..那さんのほう

の姪御さんが，かわいそうじゃいうて，面倒もみてくれて， しょったらしい。

で，ケースワーカーさんが，それを訪ねて，摘さんがこうしているそうです。

使ってくれるか?Jって，尋ねて。そしたら「遠慮なく，使わせてもらいます」

って。わたしの部屋に，ケースワーカーさんが，姪御さんをわざわざ連れて来

てくれて。頭下げてありがとう」ちゆって。一一それで、うちはもう， うれ

しくてねえ。“いらないっていうたら， [産着を〕どういうふうにして処分しょ

うかねえ"と思って，心配しておったから。

こんどの 5月の節句には，その，姪御さんが，灰汁(あく)巻きも作って。

一一一灰汁巻き，知らない?あの，竹の皮にもち米を包んで，灰汁で，炊くわ

け。これ，鹿児島の名物。それ，産着のお礼にっちゅうて〔持って来てくれたL
[2007年 2月 1413 tこ9 星塚敬愛園での葬式があったときは〕桃子ちゃんも

いっしょに，葬式してもろうたわけ。[B台児標本になっていた亡骸がJ12体〔し、

っしょに弔われた。そのほかに〕まだ 6体，あるのよ。親がわからんで。どの

子が，誰の子か，わからん。まだ 6体，残ってるの。そんとき，桃子ちゃんと

一緒に入っておった子も，葬式してもらった。姪御さんが，その赤ちゃん〔の

お骨〕をうちに連れてったんだ、って。それで、，お母さんと，旦那さんと，赤ち

ゃんと，一緒に〔自分の家の〕納骨堂[=お墓〕に杷ってくれたって。なんも

かんも，順調にいってねえ。

〔桃子ちゃんの亡骸が残されていると知らされてから，園の葬式がされるま

で，期間は〕ちょっと長かったよなあ。そのときはもう，ずうっと調査しょっ

たから。どれが誰の子，誰の子って。園長先生に f3月の節句は女の子の節句

だから，それに間に合うごと，準備ができたらいいですがねえ」って，話して

おったとよ。たら，もうその，節句に間に合うこと，ちゃんと葬式ができて。

これもまた救いじゃと思って。ほいで，わたしは， 3月の雛祭りはまた，小さ

な雛祭り〔人形〕を買ってきて飾ってくれた。ここ[=わたしの部屋〕に。

〔葬式のとき，何十年ぶりで，桃子ちゃんと対面したときは〕長男夫婦も来

てくれて。それであの，棺桶を開けたときに，そんとき，わたし桃子ちゃ

ん，お母さんですよ」って。「桃子ちゃん，ごめんね」って。「お母さん，許し

てね」って言うとこ，テレビで見とったでしょうえそんとき初めて，あたり

まえの対面ができたわけ。

たまらんよねえ。もう，謝るしかなかった。国がそうさせたんじゃけど，自

分の罪じゃと思うてねえ。長男がもうぼくの妹だ、ったんだねえ」って，わ

たしより大泣きしておったよ。それ，見たら見たでまたねえ，“あんなにあっ

たがねえ"と思って。 7ヵ月。もう，きれえな人間の子になってるわけよ。お

父さんが，生まれたとき，見たときは「髪の毛も真っ黒して，おまえに似た女

の子じゃった」って，教えてあったじゃろう。それを，ずうーっと思って。“そ

うじゃったんか，そうじゃったんか"って思っとったでしょう。こんどその，

8 ハンセン病の強制断種・堕胎の問題をとりあげたドキュメンタリ一番組 rNHKスペ

シヤル/にっぽん家族の肖像/第 l集母と子悲しみの淵からJ(2007年 5月 27日

放映)で， Hさんと Kさんが，葬式のときに，桃子ちゃんと対面する場面が映されて
いる。
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棺桶，開けてみたときは，もうねえ，耳も，かわいい耳。こうして，横に，向

けて。はあー，それを見たらまた，いまでもね，“あんなにしておったがァ"

って，それを思うよ。「ごめんね，ごめんねJって，いまでもいうよ。祈ると

きは。

準備してあった産着も，枕元に，棺桶にずうっと詰めて，入れてくれた。帽

子も，ちゃんと。一一それで〔遺骨は，敬愛園の〕納骨堂に置いてある。ちょ

うど，米粒ふたあつぐらいしかない。でも「桃子ちゃん，いまから，いつつも

お母さんと一緒だからね」って言うてる。

おわりに

さいごに， Hさんが体験した堕胎の“強制"のありようについて，若干の指

摘をしたい。

ひとつには，堕胎のための人工早産の措置が， Hさん本人への事前の説明な

しに実行されたということである。医局への呼び出しも，そして堕胎の場面で

さえも，これからなにをするのかについて「なにも言わんで」なされたという。

Hさんは「もう，なんも，考える暇なかった」と振り返っている。

ふたつには， H さん自身に，堕胎を“しなければならないこと"だと感じさ

せていたことである。 Hさんは，強制収容されてふたたび園に入ったのち，堕

胎の場面では「もう，こうされるの，せんにゃいかんかった。強制収容じゃか

ら。……こうされにやし、、かんかったがァちゅうことは，決まってるごとに考え

てね。あきらめてj という心境になったと振り返っている。その背景には，以

前に周にいたとき， r [妊娠したひとは〕みんな，医局から呼ばれて〔堕胎〕し

ょった。呼び出されんうちに，個人で，外〔の病院〕で，堕胎するひともおっ

た」状況を目の当たりにしていたことがあるだろう。

そして，みつつには，堕胎によってわが子の命が奪われたことの責めを， (堕

胎させた医者や園にではなく)自分自身に負わせてきたことである。堕胎後の

危篤状態から回復し，夫から「女の一子だ、った」ことを聞かされて， Hさんは「あ

と3ヵ月，辛抱すればよかったのにい，と思ってね。どういう馬鹿じゃったか」

と悔悟する。そして，自分の子どもがホルマリン浸けにされた瓶をみつけたと

きには「大きな罪を，自分が，犯してる」と感じたと語る。園の葬式で「桃子

ちゃん」とあらためて対面したときにも国がそうさせたんじゃけど，自分

の罪じゃと思うて〔謝るしかなかったJJという。

隔離と優生の圧力が個人の生にはたらきかかるとき，たとえば，上記の 3

つのようなことがおきるのだということを， Hさんのライフストーリーは雄弁

に示している。

しかしながら， H さんのライフストーリーは，隔離と優生の圧力のありょう

を示すばかりでなく，そのなかを彼女がどのようにかいくぐって生きてきたか，

それにどのように抗してきたか，を示すものでもあった。第一子を妊娠したと

きに，夫とともに園を抜け出し，身内の協力を得て故郷で子どもを産み育てた

こと O 強制収容にあって園に連れ戻されたあとも，もういちど，園め外に出て，

親子の暮らしをはじめたこと。手の変形によって外にいられなくなり離別を決

めたあとも，家族との交流を保ってきたこと。「桃子ちゃん」をきちんと弔い

たいという一心で，胎児標本にされた子の母親であるとみずから名乗り出たこ

と，等々 。
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隔離と優生とが一体となるかたちで、あった日本のハンセン病政策が，病歴者

たちの生にどのようにはたらきかかっていったのか，そして，彼女ら/彼らが

どのようにそれをかいくぐり，抗って生きてきたか。その微細な面を，今後，

当事者のライフストーリー聞き取りを積み重ねることで，あきらかにしていき

たい。
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Still Missing Her Unborn Baby: The Personal History of 
a Woman in her Eighties who Experienced a Forced 
Abortion when Seven Months Pregnant 

Ai KUROSAKA 

This is the life story of a woman in her 80s whose unborn baby was 
one of the victims of the Leprosarium "Fetus Specimens Incident." 

The woman, "H," was sent to Hoshizuka Keiai-en leprosarium when 
she was 19 and got married in her early 20s to a man who was living in 
the same facility. After H got pregnant, she and her husband escaped 
the leprosarium and returned to her home island. With the support of 
her relatives, H gave birth to the child and raised him there. However, 
three years later, the local government enforced a segregation policy 
mandated by the Leprosy Prevention Law, and H's entire family was 
imprisoned in Keiai -en again. At that time, H was in the seventh month 
of her pregnancy but was coerced into an abortion by the medical staff 
of the leprosarium. 

H's life story reveals that the abortion was compulsory event. It 1) 
was unexplained, 2) misled her into believing that the abortion was 
unavoidable, and 3) forced H to think that she rather than the 
physicians or the leprosarium was responsible for taking the life of her 
unborn baby. 

H's life story is a testimony to the cruel oppression that people with 
histories of leprosy suffered under the leprosy segregation policy and 
eugenics practices. At the same time, we can see how H battled and 
survived this oppression. 

After the establishment of leprosariums, in modem Japan, many 
imprisoned female patients in the leprosariums were forced to have 
abortions; however this memory is still a delicate subject for them to 
testify. The life story and experiences of H that focus on the memory of 
her unborn baby thus serve as a valuable source of clues to 
understanding the history of forced abortions that were performed on 
people with histories of leprosy. 

Key words: leprosy (Hansen's disease), eugenics policy, life story 
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